
パナソニック エナジー株式会社　統合レポート2025 42

価
値
創
造

成
長
戦
略

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

デ
ー
タ
セ
ク
シ
ョ
ン

環境への貢献

再資源化の拡大

再生利用の促進 
当社は電池の生産にあたり、生産工程からの廃材や使用済み製

品を回収・再資源化し、再生材料として活用するなど、天然資源

消費や廃棄物の抑制に繋がるリサイクルループの構築を進めてい

ます。

今後も電極材料への再生材利用の推進などを通じ、製品の脱炭

素化だけでなく、循環型社会の実現を目指していきます。

二次電池の取り組み
資源の有効利用や環境汚染防止などを目的に世界各国で二次電

池のリサイクルに関する法制度や仕組み化の整備が進められてい

ます。当社では2024年度に住友金属鉱山社と協働し、電池廃材か

ら、レアメタルであるニッケルをリサイクルし、正極材料として、再

び当社の生産工程で利用するリサイクルスキームの運用を開始して

います。

乾電池の取り組み
当社では、繰り返し使用できない一次電池の乾電池については、

新たな価値拡張を目指し、使用済み乾電池回収と再資源化に向け

た取り組みを進めています。

タイでは2022年から、コンビニエンスストアを運営するCP ALL

社と協力し、日本では2023年からイオンリテール社と協力して、パ

ナソニックエナジー製の使用済み乾電池を回収しています。

回収電池の再資源化について、タイでは、製鉄会社のUMC Metals

社と協業し、再利用可能な材料の回収を行っています。日本では、

東京製鐵社と協業し、鉄鋼材料としてリサイクルするだけでなく、

TOMATEC社と共同で、使用済み乾電池の微量要素肥料へのリサ

イクルを開始しました。TOMATEC社との取り組みは、将来的に、

農業の発展や「飢餓や貧困をなくす」といった社会課題の解決にも

繋げていきます。また、再生材の亜鉛を使用したエボルタNEOを

2025年春から販売開始しています。

循環型社会の実現

 方針
地球上の限りある資源を持続可能な形で利用し次の世代に手渡して

いくことは、事業に多くの天然資源を利用する当社にとって欠くことの

できない取り組みだと捉えています。当社は、今日生まれた子供たち

の未来のために、「再資源化の拡大」により新規の天然資源の消費を抑

え、廃棄物の抑制により環境への負荷を低減しています。加えて材料

の生産や製品の廃棄などに係るCO2排出量削減の観点からも、これら

の取り組みを「脱炭素化の実現」と一体で前進させていきます。
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 購入先様と協働した正極材のリサイクルスキーム
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詳細はサステナビリティサイトをご覧ください
https://www.panasonic.com/jp/energy/sustainability/environment/circulation.html


